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遠敷駐在所より ～梅雨・台風への備え～ 

６月になり梅雨の季節となりました。小浜市や福井県のホームペ

ージで洪水や土砂災害等の各種ハザードマップ（災害危険箇所等を

地図に表示したもの）を見ることができます。 

一度確認しておくと、家の近くでどのような災害が発生する危険

性があるのかや避難場所が分かって役に立ちます。 

 

2022県民スポーツ祭が開幕。6月12日、県

営体育館サブアリーナで開催されたスティック

リングに遠敷地区から参加したチーム（以下の

方々）が見事第３位に輝きました。 

 

・竹内清美さん 

・藤井栄子さん 

・芝田栄子さん 

・前田里美さん 

カメラ・トピックス （遠敷地区の動きを写真で紹介します） 

①          ②           ③           ④ 

  

 

 

 

 

 

老人クラブで輪投げ大会を開催 

  

 

 

 

 

 

6月14日（火）、地区老人クラブで輪投げ大会を開催、

21名が参加して５ゲームで競いました。優勝は池田区の前田

里美さんでした。7月1日には市の大会が予定されており、

その選手選考も兼ねての大会、お疲れさまでした。 

①5月25～26日、旧遠敷小学校の敷地とグランドの草刈りをしていただきました。 

②5月29日晴天の中、地区対抗ソフトボール大会が開催され、初戦雲浜地区と対戦した遠敷地区は惨敗。 

 雲浜地区が優勝、小浜地区が準優勝。選手の皆さん、スポーツ協会の皆さん、お疲れさまでした。 

③5月31日、まちづくり協議会理事会を開催。昨年延期した若狭の里公園リニューアル記念事業とふるさとまつ

りを兼ねて行うことになり、実行委員会で検討していくことになりました。 

④6月７日、まちづくり協議会教育関係部会を開催。7月9日に「はたけじ」の点検・整備を予定。 

 

 

 

 

県大会で 3位！ 

  

 

 

 

 

 

 

7 月の休館日 
4 日（月） 11日（月） 

17日（第3日曜日） 18日（月・祝日） 

19日（火・振替休館日） 25日（月） 

 

主な行事予定 

7月 3 日（日） ウォーキング大会 

7月 9 日（土） 老人会奉仕作業 

7月10日（日） 参議院議員選挙 

7月24日（日） 社会奉仕作業 

7月27日（水） 区長会 

7月31日（日） 魚つかみ大会 

 

 

「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ 
6/23㊍～6/29㊌は、男女共同参画週間です。 

一人ひとりが個性を活かして輝く社会を目指し、男女共同参画の推進に取り組みましょう。 

６月12日（日）、敬老会はコロナ禍のため中止とな

り、行事にかえて75歳以上のご長寿の方525名と、

米寿を迎えられた27名の方に記念品を贈りました。 

11日、大同区長会長は、米寿を迎えられた検見坂区

の大野榮さん宅を訪問し、お祝いの言葉とともに記念

品を贈呈。大野さんは週3回のデイサービスと草取り

などで体を動かすことが楽しみだそうです。 

遠敷地区には、90歳以上のご長寿の方が、男性19

名、女性46名おられます。このうち100歳以上の方

は女性3名で、最高齢の方は102歳です。 

皆さん、いつもありがとうございます。これからも

身体を大事にしてずっとお元気でいてください。 

さかなつかみ大会 を開催 
と き 7月31日（日）10時30分～12時 

ところ 遠敷川 忠野橋付近 

内 容 各戸配布のチラシをご覧ください。 

【申し込み・お問い合せ】遠敷公民館 ☎56-1101 まで 

〈発行〉遠敷公民館 〒917-0241 小浜市遠敷71-8 

電話／FAX 0770－56－1101 

メール ph-onyu@city.obama.fukui.jp 

遠敷地区の人口・世帯数 令和4年5月31日現在 

男 1,543人（－ 3）  女    1,548人（± 0） 

計 3,091人（－ 3） 世帯数 1,296軒（＋ 3） 

※（ ）は前月比 

田植えも終わりさつき休みの５月２２日（日）、

神宮寺区の子ども会がコロナ禍で２年中止となっ

ていた「子ども神輿」を行いました。 

遠敷地区でも古くからこの行事はあり、いつから

始まったのかはよくわかっていないそうです。 

遠敷地区には他の区にも子ども神輿があります

が、今年行ったのは神宮寺区と国分区の2区のみ。 

前日に飾り付けられた神輿には、神宮寺のご住職

から受けたご神体を乗せて出発です。 

先頭の子どもが「チョーサイト」と掛け声をかけ

ると、他の子どもたちは「サイトサイト」と応じて

区内の各家庭を回ります。 

（3ページに関連記事） 
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区長さん紹介シリーズ ～第 2 回～ 
 
 

①みなさんが利用されるママストアーや郵便局などが

ある５丁目です。区民の仲もよく何事にも力を合わ

せてがんばっています。（交通の便もよいです。み

なさん５丁目にどんどん来て下さい。） 

②釣りが好きですが最近はアユの投網にはまっていま

す。ソフトバレーボールをしたいと思っています。 

①駅、商業施設などが近くにあり、とても住みやすく 

人情味あふれる地区だと思います。 

②最近はコロナ禍で行けてませんが、スポーツ観戦が

好きでよく行っていました。 

①区の近辺には飲食店や商業施設もあり、結構便利な

所かと思います。 

②健康保持のため１日10000歩を目指して歩いてい

ます。会った時には声をかけてください。 

 

3・4丁目区 田邊  優一 区長 5丁目区 西島 義信 区長 

６丁目区 柿本 桂志 区長 7・8丁目区 石田 陽次 区長 

中村区 高山 敬 区長 1・2丁目区 池尾 正頼 区長 

３年ぶりの 「子ども神輿」（続き） 

『さつき休みの時大人たちは久しぶりに野良仕事を

休んでのんびりと過ごし、子どもたちは、神輿をかつ

いで区内の各家を廻る。ご神体は田の神さまで、骨休

みの大人たちに代わって、豊作をお祈りする年一度の

楽しいお祭りである。』（遠敷郷土誌より） 

昔は、子ども（小学6年生～中学3年生）が８人で

神輿を担いでいたそうですが、今は台車に神輿を乗せ

て大人が引き、子ども達は竹の棒で作った御幣
ごへい

を持っ

て先導します。 

区内の巡行を終えると、集会所に神輿を収納し祭り

を終えます。 

公民館講座「苔玉工房」を開催 

地区で防災訓練を実施！ 

①中村区は真ん中

に遠敷川をはさ

み、東西に広が

っています。姫

神社の参道の起

点の大鳥居や地

蔵堂など味わい

深い町です。 

 

 

令和4年度の区長さんを３回に分けてご紹介します。区長さんに以下２つの質問に答えていただきました。 

①区のよい所（場所、建物、アピール）などを書いて下さい。 ②趣味、特技は何ですか。 

（このページの写真は全て6月3日に撮影） 

 

 

②メダカを増やしたり、トレッキング（バイクで）し

たり。 

①若狭歴史博物館は歴史だけでなく、若狭の祭りなど

を取り上げ、民俗学も学べる県内でも珍しい博物館

です。大人だけでなく、子どもも学べるすてきなと

ころだと思います。 

②昔は柔道をしていましたが、長年ソフトボールにた

ずさわったのでソフトボールが趣味です。 

①第五公園。遊具がたくさんあり子供達にとても人気

の公園です。休日には子供達のにぎやかな声でいっ

ぱいです。 

②特技がないので特技と言えるものをつくりたいと思

います。 

５月28日（土）10時から、２回目の「苔玉工房」の講座を開催しました。講師は岡本水草ファーム代表の

岡本諭司先生です。今回はトキワイカリソウやコアジサイなど７種の中から、好きな山野草を選んで寄せ植えを

作りました。最初に先生がブレンドした土をまるめて土の玉を作ります。この時、中心に植えたい草がある場合

は土玉に埋めます。次に、2本目、３本目の草を糸で貼り付けていきます。最後に3種類の苔の中から選んで土

玉に貼り付け、苔玉の完成です。しっかり成長するまで2～3ヶ月かかりますが、新しい芽が出てきたり、かわ

いらしい花が咲くのが楽しみです。 

が咲くのが 

６月5日（日）午後１時から、遠敷まちづくり協議会自主防災部会の主催による防災訓練が行われました。 

訓練の参加者は区長、副区長など各区の避難対応のリーダーなどや自主防災会のメンバー。今回は「マイ・タ

イムラインを作ろう！」がテーマです。最初に防災士の芝﨑部会長から、ビデオをみながら小中学生向けの作成

ツール「逃げキッド」でタイムラインの作り方を学びました。その後、地区内の浸水被害地域や土砂災害の発生

場所などをハザードマップで確認し、皆で相談しながら自分のタイムラインを作りました。１時間余りの防災訓

練でしたが、このような訓練を重ねていくことが防災意識を定着していくことに繋がると実感しました。 


